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商学部における貿易実務関係

　　　　の科目の変遷

朝　岡　良　平

1．　ま　え　が　き

　1．早稲田大学商学部創立70周年を機会に今日までの記録をもとに商学部史

を編纂する計画がたてられたのは昭和46年（197ユ）2月で，これまでに3巻が刊

行された。ω本稿では，この企画にもとづいて，商学部における貿易一一特に

私経済的研究分野である貿易実務関係の科目の変遷・発達の跡をたどってみた

い。

　2．先ず手元の利用可能な資料にもとづいて，明治37年（Ig04）から昭和23年

（1948）までの商業・貿易関係の科目を表示し，科目と担当老についてその移り

変りを述べる。昭和24年の新制度移行後については，毎年度発行される商学部

要項によって容易に知りうるので，これを省略した。早稲田大学商学部におけ

る貿易実務ぼかりでなく，わが国における当該分野の研究の先鞭をつけ，これ

を今日の水準に発展させたのは早稲田大学名誉教授上坂酉三博士である。上

坂・貿易実務の出現する以前の約20年問においては，商業自体がやっと学問的

研究の対象として認識されうる程度に発達した段階から専門領域別に細分化し

はじめたのであって，いわば商業学の生育期にあたる。この頃にたると，貿易

敢引も19世紀における居留地の商館貿易をようやく脱し，委託貿易時代を経て

漸次直接貿易に移る一般的気運がみられる。このような時代において，早稲田

犬学商学部の基礎を固め，その発展に貢献された諸先生の一人として小林行昌
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博士をあげることができる。

　3．商学部の学科配当科目の推移を一瞥したあと，小林行昌および上坂酉三

両博士の著作年譜を掲げる。また最後に掲載した洋書文献目録は明治23年

（1890）から昭和10年（1935）までの間に発行された貿易取引に関連する分野の図

書で、発行年度別に分類した，両博士の著作目録とともに，これによって，海

運，保険，金融，貿易取引等に関する研究の発達・細分化が大体何時頃から始

まったかを知ることができるし，また各年度における関心の移り変りをそこに

見ることができる。以下の記述においては人名に敬称を省略する。

2．　貿易取引の発達と影響

　1．明治35年（1902）に東京専門学校は創立20周年の祝典を挙げ，また早稲田

大学と名称を改めたのであるが，この年に商科大学（商学部）を新設することが

決定され，翌年4月に先ず商科に進学する者のために高等予科が開設され・さ

らにその翌37年（1904）の商科大学始業式によって，わが商学部が正式に発足し

たのである。欧米において商業に関する高等教育の必要性が痛感されるように

なったのは19世紀後半のことである。1851年にロソドソのハイド・パークで開

催された英国博覧会は，イギリスの急速な経済的繁栄の背後にある工業技術と

貿易実務の貢献度について見学老の注意を喚起し，イギリスが長年にわたって

蓄積した知識体系を後進国が吸収するには学校教育が必要であると考えさせた

のであろう。その翌年にあたる嘉永5年（1852）にベルギーのアソトワープ高等

商業学校（Institute　Sup6rieur　de　Commerce　d’Anveτs）が設立され，これを範と

して明治29年（1896）8月に学則改正により東京高等商業学校が，また明治36年

（1903）には神戸高等商業学校が設げられた。またドイツにおいても，高等商業

学校1（HandelshOchschule）がライプチッヒ（1898），ケルソ（1901），ベルリソ

（1906），マソハイム（1908）等各地に設立された。一2〕アメリカにおいて最も古い

商学部といわれているのは，ベソシルヴァニァ大学のWh孤ton　Schoo1of

　％8
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Co㎜merce肋d　Financeで，明治14年（ユ88ユ）に開設された。それから約20年

後にシカゴ大学，カリフォルニア大学，ダートマス大学，ニューヨーク大学な

どに商学部が設けられるにいたる。

　2．主として今世紀に入ってから諸大学に商学部が設置されるようになった

のは，時勢の要求によるものであろう。19世紀末までに各国の近代的統一化が

行われ，工業技術の進歩と交通・通信の発達は商業の分化を促し，取引形態が

店頭取引から隔地取引に移行するに従って取引量は急速に増加した。商業経営

の規模が大きくなり，商取引が複雑になれば当然，従来のように単に実地の経

験に頼るだげでは不十分となりまた危険でもあるので，実業界においては学識

のある有為の人物を多く必要とするようになろう。19世紀後半においては，特

にイギリスが工業技術と国際貿易の両翼をもって国運の発展目覚しく，世界の

海上を支配し国際市場の中心をなしたので，当時の後進諸国はいずれもイギリ

スの商償習や商業技術を見習い，新しい知識の吸収に努めた。前記のように，．

各国に高等商業教育が19世：紀末から今世紀初頭にかけて勃興したのは，ひとつ

にはこのような理由によるのである。

　3．　しかし，後述するように，早稲田大学商学部が開設された当時の学科配

当表を見ても，商学各論として売買，税関，海運，保険等が設けられており，

商業文（英語），商業会話（英語）のほかに外国貿易論という講座名があるげれ

ども，特に貿易実務に関する学科はない。前記のアントワープ高等商業学校の

カリキュラムを見ても，主として外国語の授業に多くの時間をかけ，商業実践

として外国語の通信文，商品学，商業地理，税関規則，商法および海商法の比

較などで，特に貿易取引に関する学科目はない。｛3］明治29年8月の学則改正時

における東只局等商業学校の本科学科課程表およぴ明治36年に開設された神戸

高等商業学校のそれを見ても，大同小異であり，早稲田大学商科の方が専門科

目において細分化されて精密であり，やはり貿易に関する科目は特にない。｛4〕

高等商業教育が時勢の要求によるものであると同じように，実業界の進歩に伴
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ってカリキュラムの内容も変化し，学間の発達によって専門領域が分化してゆ

くのは当然である。

　4．明治時代におけるわが国の貿易の発展は，日清戦争の戦勝の影響のあら

われた明治30年（1897）頃からその増加が目立つけれども，同32年（1899）に内

地雑居令の施行により居留地制度が終りを告げ，翌33年（ユ900）には金本位制が

確立されて，ようやく直接貿易へ移行する気運がみなぎってきたのであって，

それまでは，いわゆる商館貿易時代で，横浜や神戸などの居留地在住の外国商

人と引取屋（買手）または売込屋（売手）と称する日本商人との取引で，わが国

の商人が直接行った輸出入額の割合は極めて小さかった。一般に，日本商人に

よって輸出入取引が直接行われるようになったのは日露戦争以降のことである

といわれるが，それでもまだ貿易港を中心とする商館貿易の比重は高く，その

頃までの貿易の概念は，異国産の商品に関する外国商人との取引であり，厳密

には国内売買である。このような敢引形態の時代においては，売買そのものは

国内の店頭取引と基本的に変りなく，外国人と外国語で直接商談できることが

大切なので，外国語（商業会話，商業文），商品知識，商業地理，商法及び税

関法規などが貿易実務にとって主要科目であった。

　世界の貿易額は19世紀の後半にいたって増加の勢いを増すが，今世紀に入っ

て更に急速1こ拡大した。これは主要国におげる工業化の進展にともなう原料・

食料の需要と工業製品の供給が増加Lたことにその一因を見ることができるげ

れども，他の原因とLて，貿易経営上，19世紀後半に発生Lた新しい取引慣習

を見落すことはできない。今日の貿易取引の大部分は，F．0・B・またはC・I・F・

契約によって行われている。F．0．B．契約がイギリスの判例にあらわれたのは

1812年であるが，海運業の分離・発達にともなって・これから変則的なF・0・

B．や異質的なF．0．B．慣習が派生し，さらにこれからC・I・F・という新し

い取引慣習が生まれて，1862年にこれがイギリスの判例にあらわれる。ベルギ

ーの7ソトワープ商事裁判所においては，ユ859年にすでにイギリス商人の間に
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C．I．F．という慣習が存在する事実を認めていたといい，またフランスのルア

ソ市およびレソヌ市では1862年にC．I．F．売買の判例が示されており，さらに

これより遅れてドイツでは1872年にハソブルグ商事裁判所に初めてC．I．F．の

判例があらわれた。＝5j

　19世紀後半にイギリス商人の手になる新しい国際商慣習にもとづいてその後

の世界貿易が急速に拡大するのであるが，このような新しい取引慣習が発生し

普及するにいたった背後には，海上運送・海上保険・荷為替手形および荷為替

信用状などの近代的商業制度の発達を必要とする。わが国におげるこれら近代

的諸制度の整備はようやく明治維新（1868年）後に着手されたのであり，これら

を背景として本格的な隔地取引形態の貿易が日本商人の手によって行われるよ

うになったのは第一次大戦後である。貿易取引が量的に発展し，また質的にも

複雑な組織と制度にもとづいて営まれるようになり，これが大学における研

究・教育の対象と考えられるようにたったのもその頃である。貿易取引が発達

し，制度的に複雑になると新しい研究が行われ，このような新しい知識が必要

になると，これを体系的に教授するための科目が新設される。後掲の商学部に

おける貿易関係の科目の推移を示す表と著作・文献年譜を年代順に跳めると，

貿易の背景となる諸制度の分化・発達の過程がそのまま反映されているように

思われる。

3．貿易関係の科目と担当者

　1．次の第1表は早稲田学報，早稲田大学報告その他の資料にもとづいて作

成したものである。これらの資料のうち，大正元年（明治45年）から昭和元年

（大正15年）の問に発行された早稲田学報は各学年別の学科配当表を掲げて，担

当者を示していない。前記のごとく，本稿では，小林行昌および上坂酉三の両

教授が担当した科目を中心に，貿易関係の諸科目の分化し発達していった軌跡

を画こうとするものである。したがって，売買論，倉庫論，商業学，商業政策，
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商学経済等は，税関論や外国為替論とともに小林行昌の担当した科目であると

ころから第1表に載せた。売買論または商業学の中で外国売員が論じられ，ま

た商業政策において外国貿易の理論が講じられたのである。

　2．貿易関係の科目として，開校時から商業英語が置かれている。商業会話

（英会話）とともに，外国商人と取引を行うときに必要なので，貿易実務に関す

る各分野の中で，商業通信文に関する書物が一番早く現われたのではなかろう

か。㈹明治37年から大正9年までは，商業作文（英語）という科目で設けられ

ており，小林行昌も最初この科目を担当した。大正7年（1918）12月制定公布さ

れた大学令にもとづいて大正9年（1920）2月早稲田大学の昇格を機に，学科目

の名称変更が大幅に行われるが，商業作文（英語）は大正10年（1921）に商業英

語に名称を改められて，これが昭和18年（1943）まで続いた。戦局に鑑みて，昭

和19年（1944）に商学部の内容に刷新が施され，この年度に商業英語が学科配当

表から消えた。しかし翌20年（1945）に第二次大戦が終り，その10月に学園の授

業が再開したとき，貿易英語という新しい名称で再び学科配当表に現われて今

日に至っている。商業英語は，武信由太郎，勝俣鐙吉郎，伊地知純正，中島正

信が商学部で，前田定之助が専門部商科において担当したのであるが，これに

ついては別稿を参照されたい。‘7〕第1表においては煩雑を避げるために，商業

作文（英語），商業英語，貿易英語をそれぞれの名称で最初に設けられた年度

にのみ記載し，他の年度には省略した。

　3．明治37年発行のr早稲田大学規則一覧」に掲載されている設立当時の学

科配当表から，貿易取引に広く関係を有する商業科目を拾ってみたが，r早稲

田大学第二十三回報告」に明治37・8年におげるこれら諸科目の担当者氏名が

記録されているところから，明治38年度にも同じような学科目が配当されてい

たと思われる。帽1これによると，第1表中明治37年の欄にある科目については，

次の担当者名が明らかである。商業実践（今井友次郎），商業政策（和田垣謙

三，河津遅），商業作文（英語）（武信由太郎，小林行昌）。その他の科目にっ
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第1表　商業・貿易実務関係の科目

学年度1

明治37年

38－41年1

42－43年

44年

大正1年

2年

3年

4年

5－7年

8年

9－10年

11－13年

14年

昭和工年

2年

3年

4－7年

8年

9－16年

17年

18年

19年

20年

21－22年

23年

学 科　　　　　　　目

商業各論（売買・税関・倉摩・海運・保険，他），外国貿易論，商業政策・
商業実践，商業作文（英語）

（欠）

売買論，税関倉庫，商業実践，交通論，関税政策

売買論，税関倉庫，商業実践，海運，保険，商工政策，関税問題，為替換
算法
売買論，倉庫論，商業実践，商晶及商業地理，海運，保険，為替論，為替
換算法（数学），商工政策，〔随意科目〕関税問題

（欠）

売買論，倉庫論，商業実践，商品及商業地理，保険，為替論・為替換算法
（数学），〔随意科目〕関税問題，国際金融
売買論，倉庫税関論，工業商品論，交通論，保険論，為替換算法，〔セミ
ナーが設げられる〕
売買論，倉庫税関論，工業商品論，経済地理，商業政策，交通論・保険
論，為替換算法
売買論，倉庫税関論，工業商品論，商業政策，交通論，保険論・為替換算
法
商業学，経済地理，商業政策，交通論，保険論，為替換算法・商業英語
（大正10年より名称変更）

商業学，商業経済，経済地理，交通経済，保険学，商業算術（為替計算）

（欠）

商業学，商業経済，商品学，経済地理，交通経済，保険学，商業算術，
〔随意科目〕貿易実務，外国為替，国際金融，共同海損

商業学，商業経済，商品学，外国貿易，経済地理，交通経済

商業学，商業経済，外国為替，貿易実務，商品学，貿易事情，経済地理，
海上保険，海運経済論
商業学，商業経済，外国為替，貿易実務，商品学，貿易経営論，海上保
険，経済地理（昭和7年度は欠）
商業学，商業経済，外国為替，売買論，倉庫税関，貿易実務，商業実践，
商品論，貿易経営論，貿易及貿易政策，海上保険，経済地理
商業経済，外国為替，売員論，倉庫税関，商業実践・商品論，貿易経営
論，貿易及貿易政策，海上保険，経済地理
配給論，商業経済，外国為替，倉庫税関，商品論，貿易経営論，目本貿易
論，海上保険
配給論，商業経済，指導演習（外国為替，倉庫税関），商品論，指導演習
（貿易経営論，日本貿易論），海上保険，海運経済論

1配給論・物餓交脇経済地理

配給論，物資論，指導演習，貿易英語

1商業経済，貿易経漁商品学・水産経済・海上脇経済地理・海運

商業経済，貿易経済，貿易経営論，商品学，貿易実務，指導演習，海上保
険，海運，経済地理
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いては記されていないが，明治42年の大学都商科の学科表によると・商業実践

（今井友次郎），売買論（今井友次郎），税関倉庫（伊藤重次郎），海運（伊藤

重次郎），陸運（関一），関税政策（大隈信常），商業文（英語）（伊藤重次郎，

武信由太郎）が記されている。ω

　4．明治36年の「早稲田学報」に記載されている新設予定の商科大学教科内

容では，第3学年に外国為替論が置かれることになっており，外国貿易論はな

いが，ω明治37年r早稲田大学規則一覧」によれば，第3学年に外国貿易論が

置かれている。軸しかし，上記のごとくその担当者は明らかでない。おそらく

最初の第3学年の授業が行われる明治39年までには担当者を決定することにし

て，学科目のみを記載しておいたのであろう。第1表に示すように，明治38－

41牢の学科配当に関する資料が手元にないので，明治39年にこの科目の授業が

実際に行われたのかどうかは判らない。明治42年以降の学科配当をみても・外

国貿易論はない。明治42年に商学部を卒業された大先輩の原安三郎の話では，

大隈信常が英国留学から帰り貿易政策を担当したという。外国貿易論の担当老

とLて大隈信常が予定されていたのかも知れないが，その辺はよくわからない。

貿易政策または関税政策を担当Lたが，大正3年大隈首相秘書官となり，教壇

を去ったようである。胸商学部を新設する準傭として，優秀な卒業生を海外に

派遣したが，伊藤重次郎はその一人で，ペソシルヴァニア大学のウォートン・

スクールでE．R．Johnsonに師事して海運論を専攻し，明治40年（1907）にM・

A．，翌年（1908）にPh．D．の学位を取得Lて帰国Lた。鰯彼は，税関倉庫，海

運論，商業英語などを教えたが，手元の資料では何時学園を去ったのか判らな

い。昭和になってからの学科配当表には彼の名前はない。陸運を担当した関一

は東京高等商業学校教授で，商学部には講師として教鞭をとられたが，年度半

ぱにLて〔明治42年〕大阪市長に一就任した。幽

　5．明治38年（1905）2月，早稲田大学出版部から「早稲田商業講義」という

講義録が発行されるに至ったが，商業学関係の科目では，東京高等商業学校教
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授・早稲田大学講師石川文吾が商業通論，売買，保険を執筆し，商業学士小林

行昌が倉庫および税関を担当している。経済学関係の科目の中に外国貿易及為

替があり，法学博士井上辰九郎が担当している。井上は明治23年秋より早稲田

大学に教鞭を執り，明治31年まで教授の職にあったが，後実業界に。転じ，講師

として引き続いて教壇に立つ。㈲　また，商品学（商業学士池本純吉）および商業

地理（日本地理・原稜威雄，東洋地理・矢津昌永，西洋地理・池本純吉）が設

けられている。商業地理は明治36年から同独年まで高等予科（商科）に置かれ

ていた。明治42－43年度におげる高等予科の科目および担当者の一部は次の通

りである。㈹商業地理（松村吉則），商業通論（宮島綱男），商業算術および簿

記（小林行昌），英作文（伊地知純正）。大正元年の商学部の学科配当表に商品

及商業地理という名称で科目が新設され，高等予科の科目は日本商品地理およ

び外国商品地理に変更される。これらの名称から推察されうるように・これは

商品学と商業地理を合せたものではなく，商品・原料等の産地を中心に講義す

る商業地理とみられる。経済地理とは別に，大正4年から8年まで工業商品論

が新設された。これは機械や電気製品に関する講義で理工学部教授の中村康之

助が担当し，専門部商科では坂口武之助が商品学を担当していた。ω大正9年

以降商品学の専任担当者が欠げており，いちおう名目は商品学担当ということ

で大正14年に上坂酉三が早稲田大学講師に就任する。㈱

　6．講義録の商業実務に関する科目の一つに，海外商店実務というのがあり・

早稲田大学講師今井友次郎が担当している。講義録の科目解説によると，今井

はロソドソにて10年近く商業に従事して貿易取引方法を学び，イギリスの商慣

習をわが国の実業界に適用移植しようと努め，講義録では，商業文書の方式・

巧拙の論評，応接の注意，室内の装置，商品貨物の配合など近代的商売を営む

ために知らなげればならぬ諸般の実務と経営の方法を述べると説明してあ

る。㈹明治37年の商学部創設時から今井友次郎は商業実践・商業会話（英語）・

売買論等の科目を担当したが，原安三郎は彼が貿易実務関係のことを教えてい
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たと語っている。ωたLかに，明治時代（特に明治30年代初め頃まで）の貿易取

引形態を考えるならば，今井がロンドンにて修業し，商学部にて講じたものは，

当時における貿易実務であったといいうる。講義録の解説から推察すると，外

国貿易及為替では，国際貸借，為替相場変動，貿易政策等を主として講述し，

また売買論では売買の本義，売買の区別，目的物，準備，代価，荷物受渡等を

主要内容とするので，これらは貿易実務とは直接関係のない科目である。貿易

取引に関係ある科目としては税関論があり，貨物の輸出入手続が教えられたが，

商館貿易敢引においては輸出入通関手続が一番重要な手続であり，これを除い

ては国内取引と区別がなくなるので，その意味では当時の貿易実務の中心的存

在であったのかもしれない。

　7．大正5－7年の頃になると，小林行昌が売買論，倉庫税関論を，伊藤重

次郎は交通論，名薯研究，英作文を担当している。釧工業商品論は前記の中村

康之助，経済地理は樋口清策，商業政策は浅川栄治郎が担当である。樋口清策

は昭和19年まで商学部，専門部商科，専門学校商科で経済地理を担当した。明

治42年度では，法学博士栗津清亮が保険法を講じたが，大正6年の学科配当表

では生命保険論と損害保険論に分かれ，宮島綱男が担当している。大正末期に

は末高信（大正6年卒）および島田孝一（大正8年卒）がベンシルヴァニア大

学のウォートン・スクールにおげる留学から帰国し，末高信は保険経済，島田

孝一は交通経済を担当した。昭和元年には随意科目の一つに共同海損が設けら

れたが，昭和3年度から海上保険と海運経済論が新設され，前者を倉田庫太（講

師，帝国海上取締役）が，後者を寺島威信が受持ち，末高信は保険経済のほかに

生命保険及杜会傑険，火災保険等を，また島田孝一は交通経済のほかに鉄道経

済論，電車及自動車論等を担当する。寺島は昭和3年から同12年童で教壇に立

ち，昭和13年から同18年までは倉田が海上保険および海運経済論を講じた。葛

城照三は昭和9年に早稲田大学講師として商学部で商業数学，名著研究，指導

演習を受持ったが，昭和15年から専門部商科にて海上保険および海運を担当し，
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昭和21年以降商学部において海上保険論を持つにいたる。

　8・さて売買論は他の学校においては商業通論または商業学の一部において

論じられていたが，早稲田大学商学部においては各論の一科目として最初から

その講座が設けられていた。幽前記のごとく，当初は今井友次郎がこれを担当

したが，そのあとを小林行昌が受け継いでいる。彼の売買論では，先ず総論に

おいて売買の観念，利弊，沿革，方法および法制等を論じ，各論として売買の各

種分類，売買関係当事者の機能と権利・義務，売買の目的物と引渡，代金と決

済，商品の仕入・販売方法，市場売買，外国売買および売買に関する立法・政

策が展開され，他に類例のない精綾な体系を整えていた。㈱外国売買について

は，外国売買の特徴，わが国の貿易業者とその商策，輸出手続，輸入手続，販

路開拓策および海外契約が講述された。売買と並んで，倉庫と税関も各論とし

て設けられ，倉庫論では，総論，倉庫の業務，欧米諸国における倉庫業の現況，

倉庫の経営，保税倉庫について論じられ，凶また税関論では，税関，関税およ

び諸収入，貨物の輸出入通関手続，積戻・運送および収容，船舶出入港手続，

異議および訴願，自由港，税関手続と国際会議，航空と税関などがその主要内

容となっている。㈲大正7年の大学令により，大正9年に早稲田大学が新制度

におげる大学に昇格したとき，学科目の変更が行われ，売買論，倉庫税関論な

どは商業学に改められた。大正11年には商業経済が新設され，商業学とともピ

小林行昌の担当であるが，昭和8年には売買論と倉庫税関論が復活し昭和16年

まで継統される。他方，商業学は昭和9年に商学部の学科配当表からなくなる

が，専門部商科と専門学校商科では昭和18年まで商業学が置かれており，小林

行昌と上坂酉三の二人が受持った。更に昭和1ト20年には商業経済もなくなり，

昭和17－20年には配給論が置かれ，小林行昌が担当したが，昭和ユ9年彼の没後

は上坂酉三がこれを受け継いだ。戦争が熾烈となり戦局の悪化に伴って，一般

に商学部における商業関係の科目が著しく制隈され，工業関係の科目に重点が

置かれるようになった。㈲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　977



　100

　9．上坂酉三は大正3年（1914）に早稲田大学高等予科に入学し，翌4年大学

部商科に進学した。浅川栄治郎がアソトワープ商科大学の留学から帰り，大正

4年に商業経営学および商業政策を担当したが，彼の講義にひかれた上坂は3

年度には浅川の指導演習をとるつもりでいた。しかし大正6年（1917）の早大騒

動で浅川が退任したので，上坂は小林行昌のセミナーに参加し，r対麦水産輸

出貿易の研究」という卒業論文を書いて大正7年（1918）3月に商学部を卒業し

た。彼は同年4月増田貿易株式会杜に入杜し，欧米向け水産缶詰の輸出に従事

したが，当時新しい貿易取引方法に関する手引書の類が皆無に等しい状態なの

で，後進に指針を供すべく，自己の経験にもとづいて輸出貿易手続の本を2冊

著し，また「商事研究」や「銀行研究」という専門誌に貿易に関する論文を寄

稿し続けた。このような業績が小林行昌の目にとまり，彼の推薦により1上坂

酉三は大正13年（1924）10月に専門部商科で貿易実務の科外講義を数回連続して

行う。そして翌14年4月には田中穂積の推挙により，上坂酉三は早稲田大学講

師として大学部商科で商品学を，専門部商科では商品学および英書講読を担当

し，特別講義として貿易実務を受持った。酬随意科目ではあるが，ここに貿易

実務が初めて学科配当表にあらわれたのである。

　大正15年4月，上坂酉三は早稲田大学留学生としてイギリスとドイツに各1

年滞在L，昭和3年4月に帰国し，5月から商学部では商品学，貿易事情，英

書講読および特殊研究を，専門部商科では英語，専門学校商科では商業学を担

当した。彼の担当した講座は，商品学および商業学（通論）のほかに，昭和4

年から貿易経営論，同8年には貿易及貿易政策が加わり，また昭和9年から専

門都商科にて貿易実務・実習，昭和11年から専門学校商科にて外国為替を，そ

して昭和17年には日本貿易論というように拡犬していったが，第二次大戦勃発

により上記のごとく一般に商業関係の科目は縮小される傾向にあり・昭和19年

には，物資論と交易論を受持ったが，同年小林行昌の没後・配給論を受け継い

だ。戦後，商業経済，商品学，貿易経営論が復活したが，昭和23年に商学都に
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おいて貿易実務という科目が設げられ，昭和34年3月定年制により早稲田大学

教授を退職するまで上坂酉三がこれを担当したのである。

　10．上坂酉三といえば貿易研究では当代の第一人老であり，㈱貿易実務とい

えぼ上坂酉三といわれるくらいに1斯界における彼の令名が高く，早稲田大学の

ほかに，日本大学，立教大学，中央大学，明治大学，東京大学，上智大学にお

いて講師として教鞭を執った。しかし，彼がいわゆる貿易実務という名称の科

目を担当したのは，上記のごとく，戦前では昭和9年から専門部商科において

であり，商学部では昭和23年からであった。第1表に示すごとく，戦前にも商

学部に貿易実務という科目が設げられていたが，担当者は上坂酉三ではなかっ

た。東京商科大学および東京帝国大学において，トレバー・ジョーンズ（Trevor

Jo㎞es）というイギリス人講師が貿易実践を教えていたので，彼に依頼して商

学部で外国貿易を担当してもらったのは昭和2年（1927）のことである。この科

目は翌3年からは貿易実務という名称に改められて，これが昭和8年（1933）ま

で続いた。昭和8年に商業実務が新設され，これもトレバー・ジョーソズの担

当で，翌9年に商業実践と名称変更され，貿易実務がなくなった。彼は昭和16

年（1941）まで商業実践を教えたが，第二次大戦勃発のためイギリス人である彼

は日本を去らねばならなかった。

　ここで一言彼の講義内容について述べてみたい。彼の教えを受けた卒業生の

話によると，トレバー・ジョーンズは彼の著書㈲を使用して英語でゆっくりと

議義を行い，学生にノートをとらせてこれを定期的に提出させるという教え方

であった。教授方法は別として，彼が商学部で教鞭を執った時代（1927－41）は

すでに直接売買形態で貿易が行われている時代であるにもかかわらず，彼の講

義は，著書ならびにノートによると，貿易取引が輸出問屋または輸入問屋によ

ってコミヅショソ・べ一シスで営まれるのを常態とすることを前提として始ま

り，先ずその例として，ボンベイにあるイソド人の会杜が同市にあるイギリス

人商会と契約を結んでマンチェスターの製造業者からワイシャツ地を仕入れる
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という内容の買付委託契約書を掲げている。喧oまた講義の中心である各種貿易

書類の説明も，ロソドンのSmith　Brown商会が日本から商品を輸入するに

あたり，横浜に営業所を毛つイギリス人の会杜JacksOn商会に注文を発し，

この当事老間に信用状開設から船積案内発送までの手続の1頂序にしたがって述

べられている。これは19世紀末までの商館貿易時代の敢引形態である。これら

の点から，彼は貿易取引の経験が全く無いか，またあっても商館貿易時代のも

のであると想像されるが，経験の有無はともかく，貿易取引に関する知識と正

しい理解を欠いたようで，彼の薯書には随所に明白な誤りがみられる。㈱彼が

どのような学歴・職歴を持ち，またどのようにして東京帝国大学，東京商科大

学および早稲田大学において貿易実務の講義を担当するにいたったのか，彼の

著書をみると全く不可解に思われる。当時における貿易実務に関する一般的な

理解の低さを示すものと解してよいのであろうか。

　この点に関連して，中井省三（神戸市立外国語大学）の言葉を引用して本節を

閉じたい。働r邦語文献もまた多くは実務論の域を脱していない状態にある。こ

の点に関し，かつて今から十数年前に上坂酉三博士がr貿易取引条件に関する

文献』の中で『知名の商学者から一顧も払われなかった』領域であり，『外国

貿易に対する依存性の特に強い我副こおける期くの如き実状は，これを商学界

の怠慢と言っても決して過言でたい』と述べられている。この実状は十数年後

の今日においても少しも変っていない。この問にあって，四十年の久しきに亙

り，孤高を持して，独り期の道に専念して来られた上坂酉三博士の存在は学界

の珍とするところで，博士が半生の精魂を傾けられた成果によるr貿易慣習』

の研究とともに，われらは真にこれを徳としなければならない。また業界人で

ある浜谷源蔵氏（注，商学博士，現在目本大学教授，早稲田大学講師）がその旧著に

爾来数度の改訂を加えられた『最近貿易実務誌』のあることを記したい。これ

らを除いては殆ど文献の見るべきものがない。」
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4　著作・文献年譜

1．小林行昌博士の年譜および薯書（項目別）を次に挙げる。闘

〔年譜〕明治9年（1876）11月　長野県に生る

　　　　　　33年（1900）　　　東京高等商業学校専攻部卒

　　　　　　37年（1904）　　　早稲田大学講師

　　　　　　μ年（1911）　　　早稲田大学教授

　　　　昭和6年（1931）　　商学博士

　　　　　　19年（19μ）6月　急性肺炎のため逝去（69歳）

　〔著書〕小林行昌博士の論文のうち早稲田商学掲載のものについては，「早

稲田商学総目次」（早稲田大学創立八十周年記念論文集別冊，昭和37年10月発

行）を参照されたい。

　（1）商業英語　明治37年　英和商用文教科書

　　　　　　　　　　　43年　商業英語（石川文吾と共著）

　（2）商業数学明治40年高等商業数学（前編）

　　　　　　　　　　　42年　高等商業数学（後編）

　　　　　　　　　　　独年　商業算術（上・下巻）

　　　　　　　　　大正2年高等商業数学（全本）〔第6版〕

　　　　　　　　　　　3年商業算術（高等実業実践講座第三編）

　　　　　　　　　　　8年高等商業数学（上・下巻）〔第11版，昭和4年に第

　　　　　　　　　　　　　　16版発行）

（3）商業売買・

　　配給論
明治37年

大正5年

　　9年

　　9年

　　11年

最近英国商業実務（下村精一と共著）

商業売買（上巻）〔初版，大正8年再版〕

商業売買（下巻）〔初版，同年10月訂正再版〕

商業売買（上巻）〔訂正3版〕

商業売買（下巻）〔訂正3版，大正13年訂正4版〕
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　　　　　　　　　　11年　実践貿易提要（栗原一平と共薯）

　　　　　　　　昭和3年改訂商業売買（上巻）〔初版〕

　　　　　　　　　　5年売買論（商学全集）

　　　　　　　　　　8年　商品配給論

　　　　　　　　　　11年　大日本商業実践

（4）倉庫・税関　明治42年　倉庫及税関

　　　　　　　　大正6年倉庫論〔第6版，大正11年第8版，大正10年第10版〕

　　　　　　　　　　6年関税論（早稲田大学政治経済議義）

　　　　　　　　　　13年　税関論〔改訂初版，大正15年増補再版〕

　　　　　　　　昭和3年税関論〔全部改訂4版〕

　　　　　　　　　　5年関税と物価〔学位論文〕

（5）商業政策大正11年内外商業政策（上巻）

　　　　　　　　昭和4年改訂内外商業（上巻）〔第4版〕

　　　　　　　　　　7年再訂内外商業政策（上巻）〔第5版〕

　　　　　　　　　　16年　内外商業政策

（6）外国為替昭和7年外国為替

　　　　　　　　　　8年改訂外国為替

　　　　　　　　　　10年　増補改討外国為替

　　　　　　　　　　11年　理論実務外国為替

　　　　　　　　　　13年　改訂理論実務外国為替

　　　　　　　　　　13年　外国為替の常識

2．上坂酉三博士の年譜および著書（項目別）を次に挙げる。幽

〔年譜〕　明治21年（1888）12月　宮城県に生る

　　　　大正7年（1918）3月早稲田大学大学都商科卒

　　　　　　7年（1918）4月増田貿易株式会杜入杜

　　　　　　14年（1925）4月　早稲田大学講師
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　　　　　昭和3年（1928）　　早稲田大学助教授

　　　　　　　4年（1929）　　早稲田大学教授

　　　　　　　10年（1935）　　　商学博士

　　　　　　　34年（1959）　　　定年制により早稲田大学教授を退職

　〔著書〕上坂酉三博士の雑誌論文（大正11年一昭和33年）については，r上坂

酉三先生古稀記念論文集」（早稲田商学第140・141合併号，昭和34年5月，439

～452頁）を参照されたい。

（1）貿易実務

（2）貿易経営

（3）貿易売買・

　　慣習

大正11年

　　12年

　　14年

昭和2年

　　4年

　　9年

　　11年

　　11年

　　14年

　　28年

　　29年

　　40年

昭和5年

　　10年

　　24年

昭和9年

　　10年

　　11年

　　12年

輸出貿易手統詳解

委託貿易の研究

輸出貿易実務誌

輸出信用の保険並保証

外国貿易の手続

貿易実務

輸出信用補償論

標準外国貿易実践（中等教科書）

戦時貿易実務の知識

貿易実務（新版）

貿易実務（商業高等学校教科書）

新訂貿易実務（貿易研究第三部）

貿易経営論

貿易経営実務

貿易経営論（昭和刎年版）

海上売買論〔学位論文〕

CIF売買の国際統一規貝u

統一国際売買規則の研究

貿易用語の解釈に関する国際規貝u
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13年　貿易取引条件の研究

18年　貿易慣習の研究

24年外国貿易論（売買論）

26年　貿易（商業経営シリーズ）

29年　貿易売買の知識

30年　国際貿易条件基準

34年　貿易慣習（貿易研究第一都）

35年　貿易契約（貿易研究第二部）

（4）貿易概論

（5）商　品学

（6）商業概論

昭和14年　貿易の常識

　　17年　貿易講話

　　17年　国防貿易論（共薯）

　　18年　交易概説（資料叢書，57）

　　22年　国際貿易講話

　　24年貿易論（総論・政策論・目本貿易論）

　　28年貿易概論

大正15年　商品学概論

昭和5年重要商品学

　　8年　最新商品学概論

　　13年　新訂商品学概論

　　16年商品学（朝目新講座）

　　24年　商品学概論（新版）

　　28年　商品学序論（早稲田選書）

　　31年　商品学概論（新版）

昭和5年商業概論

　　12年　最新商業概論

　　22年　商業概論（新版）
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（7）そ　の　他

（8）辞　　　輿

　　（著書のみ）

　　33年

昭和24年

　　34年

昭和26年

　　30年

　　39年

　　42年

　　46年
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体系商業学（共著）

中国交易機構の研究（各務記念財団研究補助）

鶏肋集（研究・断想）

商業用語辞典

商業小辞輿

貿易実務辞典

増補貿易実務辞輿

貿易用語辞典

　3．次の年度別洋書文献目録（1890－1935）は主として早稲田大学図書館，商

学都教員図書室，ペソシルヴブニア大学のLippincott　Library（ウォ＿トソ．

スクール附属図書館）の図書目録にもとづいて作成した。これ以外の資料によ

るものも含まれるが，発行年度不明のものを除いた。もちろん完全なものを本

稿に載せることは最初から考えなかった。しかL，前記両博士の著作目録と合

せて，一般に海運，保険，金融などの商業制度に関する研究，そして特に貿易

取引や貿易経営など貿易の私経済的研究について，その分化・発達の過程をこ

れらの著作・文献年譜に見ることができる。貿易実務関係の科目変遷の説明不

十分な点をこの年譜で多少なりとも補足しうることを願う次第である。

1890（旦月23）

1899（昌月32）

一1901（明34）

1904（目月37）

1905（目月38）

Ske1ton，H．P．，五勿gκ8〃Co刎刎θκ6α1Co〃θ功o〃6θ励，London．

Hooper，F．＆Graham，エ，〃；oゐ閉3〃∫伽θs∫〃θ肋o6∫，肋2

　1北刎θ　1■κα6θ，3rd　ed＾，London．

Hooper，F．＆　Graba血，J．，1刎ψo〃　α惚6　E幼0れ　τγα伽0γ

　〃o6θ7勿　Co〃ε刎θπαα1　P7αcκoθ，　London，　1st　ed．　（2I1d　ed．，

　1901，3rded．，1908，4thed．，1920．1924）

Duckworth，助肋刎sゲ肋θ工αωR21o伽gまo　C肋7加ゆα励θs

　α〃B〃Sげ工α伽＆

早稲田大学商学部開校

Huebner，S．S．，　〃α7伽2　1〃∫〃κα刎2　｛〃　ま乃θ　σ〃〃θ∂　∫まα加8，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　985
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1906（明39）

1908（明41）

1909（明42）

1912（大1）

1913（大2）

1914（大3）

1915（大4）

1916（大5）

　New　York．

Johnson，E．R．，0cω〃　α〃∂1〃α〃6Wα勿γτ7α〃功o材αガo勉，

　New　York．（1906．1911．1920）

Kau血皿an，励〃3ゲエα必惚郷Co〃α加〃1力7工oα〃s．

Cody，S．，Ho〃fo－0o　B勿∫伽θ∫∫妙工θまま〃s，13th　ed一，Chicago．

G1aser，F．，1）｛θBδク∫θ，FraI1kfurt／Main，1908．

Grebby，J．K．，E惚〃∫ゐCo〃θ功o〃2伽θ，Tokyo・

Somdorfer，R，，1）加丁θc肋狛必肌肋α〃〃∫，Wien　md

　Leipzig．

Temp工eman，F．，〃〃肋g1郷〃〃〃グ〃∫Pγ｛刎φ1θ∫伽∂P7αc一

　κcθ，3rd　ed．，London．

U．S．Govemment，肋cまo附初ハoγθ鋤〃α∂2，Washington．

U．S．Govemment，ハoκ鋤C7召〃，Washington．

Bemett，W．R．，珊foηα〃P㈱伽げo就6o勿φ肋θ3〃ψ

　五〇励勿gα30－0oo〃刎2〃ゲ丁批1θ広o　Gooゐ、London．

Osbome，R．S．，ルーo∂θ閉　B〃∫伽θss　亙o〃伽θ，γo1。ム　Ho物θ

　τ〃6θ，London．（1923ed、）

0sborne，R．S．，〃o加閉B〃∫肋θ∫s亙o〃肋θ，γo1．∬，1〃ψo〃

　α〃6Eκヵo〃τ7α∂2，London．（1918ed．）

Johnson，E．R．，Huebner，G．G．，▽an　Metre，T．W。，and

　Hanchett，D．S．，H；sτoり1ψ肋θ　Do刎θs地　α〃6　五〇〃な〃

　Co刎刎〃cθヴ肋2σ〃伽6S施まθ∫，New　York．

Laza二rus，T〃αガsθo〃肋θ工α〃Rθ1αま伽9まo　肋θ1〃s〃7α〃cθρ戸

　〃砲〃．

Dudley，F．M．，　τ加　亙功o〃θ〆3　亙α勿励oo居　α〃6　Gl05∫αη，

　London．

Fow1er，J．F．，Richards，C．A、，and　Ta1bot，H，A．，E功o〃

　互0〃S2∫．

Mahony，P．R．，丁加E功o〃Sα1ω吻α物．

Pratt，E．E．，Porter，E．C．，and　Kemedy，P－B．，E幼o〃月o〃・

　6加∫．

Santihano，J．，」Bα〃肋〃9Sθ70北2プb7ハoγθ㎏〃Tκα6θ．

Withers，H．，〃舳oあo伽げ伽α伽．
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1917（犬6）

1918（大7）

1919（大8）

1920（大9）

1921（大10）

1922（大11）
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Gow，W．，〃α伽θ肋∫㈹㈹，4th　ed．

Zim㎜eman，E．W．，F07θ鋤丁グα6θ肋6S肋伽＆

Hough，B．O．，1）〃‘比α1五妙o物吻＆New　York．

Johnson，E，R．，Pγ肋c抄1θ8ゲ06θ肋　丁〃勿功o材α肋〃，New

York．

Cha任e，Cαsθs　o〃jV磐oκαろ221郷ま閉刎2腕ま．

Nationa1Foreign　Trade　Council，Inc．，刀功π励o㈱ψ亙ψo〃

　ρ〃o肋肋㈱，in　Report　of　National　Foreign　Trade　Con－

　ventiOn，1919．

Savay，N．，Pγ伽c似召s　oグ亙o〃な〃Tγα∂2，New　York．

Univ．of　Pemsy1vania，〃〃加θ工o∫∫λ∂加∫肋θ〃∫．

Vedder，G．G．，λ刎θ〃o肋〃θ肋oゐ肋肋7θな〃〃〃θ，New

　York，

Wo1fe，A．J．，ηθoηα〃〃α6肋θげ〃召7〃α肋〃0o伽舳κθ，

　London＆New　York．
Annin，R．E．，0oθα〃S乃φψ肋＆

Brown，1〃θ閉α肋伽1τ吻庇．

Poor，W．，λ刎〃伽Z刎げC肋肋7Pα7伽∫α〃06㈱
　励〃8げ工α必惚，New　York．

Preciado，A．A、，亙幼oグ伽g士o肋2Woγ〃，New　York．

Escher，F1，刀o〃な〃亙κゐα〃g彦亙功1α初θ∂．

Huebner，G．G．，062伽∫加α刎∫ゐφτ糊炊c〃α〃αgθ刎θ〃．

I．C．C．，E功o〃Cκ漱（Nationa1Schemes），Br．1，Paris．

I．C．C．，τ閉庇τ〃刎s（London　Congress－1921），Br．8，P趾is．

I．C，C．，Co閉閉θκ加1五％〃獅カo％　（London　Congress－1921），

　Br．13，Paris．

］M1artin，C．C．，E功o〃Pαo肋〃県

Taussig，F．W．，∫θ肋〃肋α伽9∫加肋ま㈱α伽勿αZτγ肋

　α〃τ〃倣p励1㈱S，

Whitaker，A．C．，五〇〃鋤批伽螂，New　York．

Edwards，G．W．，月o〃幼Co刎榊κ”C〃漱∫、

Gibb，A．D．，∫α1θゲθooゐo〃C．工亙．α〃F，0．3．T〃刎s，

　London．
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1923（大12）

1924（大13）

1925（大14）

　98ε

Hawey，A．S．，1刎カo〃α〃亙功o材rγαゐ．

Huebner，S．S．，〃〃励21郷〃α刎θ，New　York．

Lowndes，R．，G2〃θ7α1ノ⊥砂θκαgθ，6th　ed．

Rosenthal．　M．S．，　τθ6乃〃北α1　P㎜oθ♂〃γε　づ勿　1＝功oγκ吻g　α〃6

　1刎ヵo〃惚，New　York．

Tosda1，H．R．，1〕〃〃θ刎s肋亙功o〃Sα1θs〃肋αgθ刎伽τ，New

　York．

W趾d，W．，λ伽伽例Co刎㈱κ〃αθ励s，New　York．

Wyman，W．F．，E幼o〃地κあ例挑伽＆New　York．

Brown，D．L．，E功o〃λ励〃挑肋＆

Congdon，G召吻〃αグ4砂θ7αgθ．

Cook，A．B．，〃伽刎肋g　E功o碗α〃1刎ヵoγお．

De互aas，J．A．，亙oグθな閉丁刎伽0惚α〃醐肋〃，New　York．

Frank，0〃舳肋1丁畑幽〃θ肋oゐ．

Nag1e，P．E．D．，1励〃伽伽伽1Co刎刎〃〃co肋伽肋∂肋θ肋一

　加閉α地〃α1τ21賂γα肋Co舳刎肋〃，U．S．Bureau　of　Foreign

　and　Domestic　Commerce，Misce11㎝eous　Series　No．121．，

　Washingt㎝．

Poole，G．C．，五幼o〃Cκ”おα刎6Co〃θoあo郷。

Propson，C．F．，E功o〃ノM砂〃砿∫肋91〕7α6カcθ．

Sch拉，J．F．，λ晦θ刎θ伽εHα〃θ肋θかξθあ∫12伽θ，5Aun・，Leip・

　Zig．

Wa1ter，H．C．，〃o∂舳肋κ鋤互κ加〃9θ．

Cross，Ira　B．，Do刎θ8カcα〃6月o陀㎏〃五κゐα〃9θ。

Edw孤ds，G．W．，〃舳励o伽1τ伽ゐ凪〃脇θ．

E肚idge，W．H．，皿α7伽Po1肋∫，2nd　ed，

F1ux，A．W．，丁加F07晦吻肋伽螂。

Keeley，J，F。，Pαo肋〃g力r亙o〃g〃〃〃尾2お，U．S．Bureau　of

　ForeigI1and　Domestic　ComInerce，Trade　Promotion　Series

　No．1．

Maughan，C．，τ〃伽乃舳D功〃肋o郷，Londo皿

Zimmerman，E．W．，0o伽S肋肋9．

Bensa，E〃妙Hゐまoηげ3〃sρ戸Zα6肋＆



1926（昭1）

ユ927（目召2）
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Breyer，R．F．，λg醐彦∫α〃6Co〃クα6お加亙φo〃丁閉6a

Breyer，R．F．，亙ψo〃丁伽加．

Hodgson，A．J・，鋤φが勿g1）o伽刎刎応．（1929ed・）

Hough，B．O．，τ加EゆoれE批脇ま加θ、

SPau1ding，W．F．，洞o〃鋤肋伽螂α〃ハ07θ鋤3〃8．

Dmn，R．W．，λ伽伽〃肋〃幼1舳∫ま刎θ燃．

Edwards，G．W。，1舳5肋g劫肋κ召鋤8θc鮒肋s．
Goitein，　H．，　Tカ2　五α〃　α5　チo　C、五F．　Co〃ま7α6兆，　2nd　ed．，

　London1
I．C．C．，τ刎6θτ〃刎5，2nd　ed．，Paris．

M趾cosson，IsaacF．，Cα㈹α郷げCo閉脇κθ，

Phi1ips，H．W．，〃o伽％亙o〃鋤肋6肋郷〃∂肋〃鋤

肋脇徽
Brown，F．J。，Cα〃θα勿6　豚伽θ1θ∫5　0o刎刎〃〃oα勿o郷　ζグ肋召

　閉0グ〃、

Conte，R．，R砂o〃o勉肋加榊αカo勿α11〃6〃∫〃妻α1万〃舳加5，I．C．

　C．Br．46，Paris．

Da7ies，A．E．，〃砂θ5肋肋なλ伽o〃，

Fitzgera1d，P．，肋6㈱ま〃α互Co刎ゐ伽ακo郷伽亙粥g肋勿6，London．

Hellauer，J、，Kαψθ伽物θ，BerIin／Wien．

IOannOu，亙功0”一0〃ガωρブま乃θW0”6．

League　of　Nations，C〃〃8α〃Co刎あ肋θs．

League　of　Nations，Cα舛θ1sα〃丁伽sたα〃τ庇θ〃1）ωθ1oか

　刎刎お．

League　of　Nations，五θ〃刎ゲエ悠タ51σ肋〃o〃C〃〃∫α〃

　τ〃5ま．

Liefmann，R．，1〃召7物κo粥α1C〃〃∫，Co刎肋〃θs　α〃6　T〃8ま，

　London．

Phelps，C1yde　W．，肋θ月o〃妙E功㈱クo〃ゲλ刎θ伽肋

　8伽桃．

Roorbach，G．B．，1榊クoれP〃κ免αs伽g；P〃〃oφ1θα〃6P伽oκ6θ．

Roorbach，G．B．，1刎ヵo〃P蜥励α3初gσ〃∂P”o〃θ榊8．
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　　　　　　　　9th　ed．

　　　　　　　He11auer，工，Kα〃〃α〃o〃伽Ho〃幽1〃〃6肋6㈱ま〃θ，Ber1in／

　　　　　　　　Wien．

　　　　　　　Phi1adelphia　Commercial　Musium，1〃伽〃α肋伽1τ伽ゐ〆s

　　　　　　　　1Zα〃6あoo尾，Phi1adelphia．

　　　　　　　Ska1ka・W・，肋〃θ18鋤物o加6召π亙舳肋榔7Gθ肋〃θ卿∫θ，

　　　　　　　　2．Aun．，Hamburg

1932（昭7）Gutteridge，H．C。，τ加Zα〃ゲ肋肋㈱’Co刎㈱”c〃C〃倣∫，

　　　　　　　　1st　ed、，London．
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注（1）商学部史（1），早稲田商学，第234・235号，昭和48年3月。商学部史（2），同第241号，

　　昭和49年3月。商学部史（3），同第249号，昭和50年3月。以下，商学部史（1），（2），
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⑲

⑰

⑱

⑲

　猪谷，前掲論文、4～7頁。

　同上，10～13頁。

　賀屋俊雄「海上売買研究及び貿易実務」昭和29年，6～7頁。

　本稿の終りに掲げた洋書文献目録中，明治23年（1890）のほか比較的早期に商業

英語関係の文猷がみられる。

　伊東克己「商掌部の英語と三人の英作文家」商挙部史（3），75頁。

　商学部史（1），34頁。

　早稲田学報（明治43年），商学部史（2），33頁。

　早稲田学報（81号，明治36年），商学部史（1），99頁。

　商挙都史（1），34頁。

　犬隈信常については，「座談会原安三郎先生を囲んで」商学部史（3），I05－106頁

参照。犬隈信常は明治32年東犬政治科卒業後三井物産株式会社に入杜し，明治35年

犬隈の養子となり，学園から欧米留学に派遣され，明治40年に帰国して主として英

語を教えた。大正3年犬隈首相の秘書官と恋り，大正11年犬隈重信の没後襲爵し，

貴族院議員となり，犬正12年に早稲田大学名誉総長にな乱

　学位取得年度はベソシルヴァニア犬学同窓会名簿（昭和33年11月15目現在）にょ

る。同名簿によると，当時伊藤重次郎は東洋夫学教授で，文京区原町17番地に居住

した。商挙都史（3），ヱ13頁，ヱ14頁，121頁参照。

　商学部史（3），105頁。

　法学博士井上辰九郎「早稲田の17年前」商挙部史（2），133頁。

　「早稲田学報」（工88号，明治43年），商学部史（3），192－200頁。

　商学部史（3），4頁。

　商学部史（3），5頁。

　商学部史（1），45頁，171頁。

⑳　商学部史（3），105頁。

⑳　伊藤重次郎が名薯研究で使用したテキストは，Johnson，E．R．，0oω弼o〃〃α〃

　Wあ肋〃囮郷φoん砿あ，New　York，英作文のテキストはGrebby，J．K．，万惚1脇

　0o榊功〃舳彦，T6kyoそある。

⑳　小林行昌「商業売買」（上巻），夫正5年，序文1頁。

鶴　小林行昌「商業売員」（上巻），夫正5年，同「商業売買」（下巻），大正9年，東

　京宝文館刊。上下巻合計約900頁の犬著であ札彼の学友である東京高等商業学校

　教授石川文吾の著書に「売買論」（明治39年，大倉書店刊）がある。これは石川が

　早稲田商業講義に執筆Lた売員論をもとに書かれたものであ札

⑳　小林行昌「倉庫論」明治42年初版，夫正12年訂補8版，巌松堂書店刊。

鶴　小松行昌「税関論」夫正ユ3年初版，犬正ユ5年増補再版，昭和3年全部改訂4版，
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　巌松堂書店刊。この内容は昭和3年の改訂版によるものであるから、大正7年頃の

　講義内容とは若干異なるものと思われる。

⑳　昭和19年商学部刷新要綱参照。

㈲　早稲田商掌，第140・141合併号，昭和34年5月，432頁。商学部史（3），5頁。犬正14

　年3月専門部商科教授会資料。この時の英書講読に使用したテキストは，0sbome，

　R．S．，〃o幽榊B㈹加2ss　Ro滅伽2，γo1．1ム1伽カoガα〃E砂o〆　T〃幽，London，

　1918である。

⑱　中井省三「貿易と用語規則及取引約款」昭和30年。

鶴　Johnes，T．，月〃4g掘　7物肋Do㎝〃鰍た，Tokyo，1st　ed．，1929　and　2nd

　iInPressiOn　1938．

色◎　　1あ”．，pp．1＿4。

飼　銀行（送金）為替の例として，振出人カミ輸入老（買主）で一覧後90目払い条件の

　為替手形を掲げたり（12頁），取立為替と荷為替手形の説明（13－4頁），取消不能

　確認信用状で確認銀行宛に手形振出を指図しているのに（91頁），これにもとづい

　て振出された為替手形は開設銀行宛となっており（106頁），Lかも輸出老の船積案

　内では輸入老宛に手形を振出したのでその引受・支払をよろしく頼む旨が書かれて

　いる（115頁）といった具合である。

鯛　中井省三，前掲書，2頁。

鯛　佐藤孝一「小林行昌一商業学の先覚」（「近代日本の杜会科学と早稲田犬学」昭和

　32年，所収，299－302頁）及び巻末の年譜参照。同書では，明治30年東尿筒等商業

　学校専攻部卒となっているが，前掲猪谷論文では明治33年専攻部卒になっている。

　商学部史（2），8頁参照。

㈱　上坂酉三先生古稀記念論文集（早稲田商学，第140・141合併号），昭和34年5月，

　431－452頁参照。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1975年11月）
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